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4.12`-6様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令和4年 12月 6日

日本共産党議員団、

団長 渡部 寛一

会派名

代表者名

令和 4年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和 4年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

令和 4年度政務活動費収支報告書

会派名  日本共産党議員凪

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付すること。

0円
イ

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 320,000、

預  金  利  子

会 派 負 担 金 15,590

合    計 335, 590.

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 335, 590 市議会報告書新聞折 り込み

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 335, 590

3 残金



令和4年度(4/1～ 11/叩)政務活動費 会計帳簿 会派名 日本共産党議員団 ,

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

4 4 22 折込料 (浪江新聞販売センター小高店 ) 4,620 -4.620,

4 27 折込料 (藤原新聞店) 27 720 -32,340・

4 27 折込料 (石倉新聞店) 9,625 -41,965

4 27 折込料 (鹿島新聞販売センター) 11,550 -53,515・

4 28 折込料 (長富新聞店) 10,395′ -63,910

5 2 政務活動費 320,000 256,090

5 2 印刷代 . 103,500 152,590°

7 5 折込料 (浪江新聞販売センター小高店 ) 5,390 147,200

7

●

27 折込料 (藤原新聞店) 27,720, 119,480

7 27 折込料 (長富新聞店 ) 10,395 109,085

7 27 折込料 (石倉新聞店) 9,625 99,460

7 27 折込料 (鹿島新聞販売センター) 111550 87,910

8 7 印刷代 ・ 103,500 -15,590

8 7 会派負担金 15,590 0

0

335,590 335,590 0



会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 議会報告書印刷、折込代

支出月日
令和4年4月 22日 、4月 27日 、4月 28日 、
5月 2日 、7月 5日 、7月 27日 、8月 7日

支 出 額 335,590円

″Иえ者 多J組のと移
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市
議
会
最
キ

日
本

共
え

党

第45号

2022年
5月 1日 発行

日本共産党

南相馬市議団

渡 部 寛 一
〇90-2993-1471

栗 村 文 夫

090-8851-6904

主
な
予
算
は

３
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

条
例
関
係
、
予
算
関
係
、
そ
の
他
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
補
助
金１

億
７
千
８５０
万
円

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
児
童
生

徒
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
教
育
環
境
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
市
立
小
中

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学

校
給
食
費
相
当
額
の
補
助
金
を
交
付

・
寄
附
請
圧
設
置
事
栗
　
　
　
　
　
　
６
千
３７６
万
円

地
域
医
療
の
研
究
や
地
域
に
お
け
る
医
療
支
援
（医

療
機
関
の
支
援
）
を
目
的
と
し
て
、
寄
附
講
座
を
設
置

す
る
大
学
に
寄
附
金
を
拠
出

・
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業

２
億
１
千
２０５
万
円

原
子
力
災
害
に
伴
い
農
産
物
生
産
の
断
念
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
旧
避
難
指
示
区
域
や
作
付
制
限
区

域
等
に
お
け
る
農
作
物
等

へ
の
鳥
獣
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
実
施

・
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
パ
ト
ク

・
飯
崎
産
業
団
地
整
備
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
５
千

‐５２
万
円

市
内
産
業
の
復
興
と
発
展
及
び
雇
用
の
創
出
を

図
る
た
め
、
小
高
区
に
産
業
団
地
を
整
備
し
、
産
業

の
創
出
と
企
業
誘
致
等
を
推
進

・
消
費
喚
起
応
援
事
業
　
　
　
　
　
１
億
３
千
万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
長
期

化
に
伴
い
、
落
ち
込
ん
で
い
る
市
内
経
済
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
市
民
の
消
費
意
欲
の
喚
起
に
向
け
た
事

業
を
行
う
実
行
委
員
会
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

・
簡
易
舗
装
事
業

・
帰
還
再
生
生
活
道
路
舗
装
事

業

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

７
千

７０４

万
円

歩
行
者
及
び
車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
た
め
、
未
舗
装
道
路

の
簡
易
舗
装
工
事
を
実

施
。
南
相
馬
市
職
員
の
育
児
体
業
等
に
関
す
る
条
例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
３
年
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

て
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

・
介
護
体
暇
等

の

取
得
要
件

の
緩
和
を
行
う
ほ
か
、
必
要
な
改
正

・
南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の

一
部
を
改

正
す
る
条
例

子
ど
も
の
い
る
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た

子
ど
も
の
均
等
割
額

の
減
額

・
免
除
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改
正

・
南
相
馬
市
こ
ど
も

。
子
育

て
応
援
条
例

本
市

の
こ
ど
も

・
子
育

て
支
援
に
お
け
る
基

本
理
念
を
定
め
、
市
、
保
護
者
、
市
民
、
学
校

等
及
び
事
業
者

の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
こ
ど
も

。
子
育
て
施
策

の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ど
も

。
子
育

て
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
コ
」ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
か
が
や
く
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

　

　

ヽ

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
４３８
億
６
千
３０８
万
円

栗村文夫 渡部寛―
L

主
な
条
例
は

２
０
２
１
年
度
３
月
追
加
補
正
予
算

８
億
８
千
８２
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総

額

勝

郎

億

冒

千

昴

万

９

千

円

こ

な
程

」
．

３
月
臨
時
議
会
に
は
、
令
和
４
年
３
月

１６
日
に
発
生
し
た

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
災
害
救
助
、
災
害
廃

棄
物
、
災
害
復
旧
な
ど
、
緊
急
に
対
応
す
べ
き
予
算
が
計
上

さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
た
。

・
一
部
損
壊
住
宅
等
修
理
支
援
事
業
補
助
金

父
「
和
４

年
地
震
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
６
千
万
円

応
急
修
理
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
一
部
損
壊
の

住
宅
被
害
が
生
じ
た
世
帯
に
対
し
、
住
宅
や
納
屋
、
物

置
、
塀
な
ど
の
建
築
物
等
の
修
繕
の
た
め
の
補
助
金
を

交
付
。

・
災
害
見
舞
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６０
万
円

市
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
、

災
害
に
よ
り
被
災
し
た
者
に
対
し
、
自
立
の
助
長
と
援

護
を
図
る
た
め
、
見
舞
金
又
は
弔
慰
金
を
支
給
。

・
住
宅
応
急
修
理
事
業

（令
和
４
年
地
震
）

１
億
１
千
９００
万
円

被
災
し
た
住
宅
の
居
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
等
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
応
急
的
な
修
理
に

対
し
費
用
を
負
担
。

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
対
応
事
業

（令
和
４
年
地
震
）

４
億
２
千
‐７２
万
円

生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
被
災
し
た
家
屋
の
解
体
・

撤
去
等
及
び
災
害
廃
棄
物
の
処
理
。

・
現
年
発
生
公
共
災
害
復
旧
事
業

（令
和
４
年
地
震
）

（農
地
農
業
用
施
設
）
　

　

　

　

　

３
千
３００
万
円

測
量
設
計
業
務
委
託

（新
横
峯
た
め
池
他

１６
か
所
）

（道
路
橋
梁
施
設
）
　
　
　
　
　
　

３
千
５００
万
円

測
量
設
計
業
務
委
託

（
５
路
線
）

（都
市
公
園
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６５０
万
円

測
量
設
計
業
務
委
託

（管
理
用
道
路

（道
路
陥
没
、

沈
下
）、
公
園
橋
梁

（橋
梁
前
後
沈
下
し

補
正
予
算
は

【ロシアによるウクライナ侵略を
強く非難し断固抗議する決議】

・ 3月 7日 、議員提出議案として提出され、

即日、全会一致で決議されました。

【福島県最低賃金の引上げと早期
発効を求める意見書提出の請願に
ついて】

・建設経済常任委員会に付託となり採択、

本会議でも採択となり、委員会提出議案

として可決され内閣総理大臣、厚生労働

大臣、福島労働局長へ提出されました。

【福島第一原発汚染水の希釈放出
設備等の実施計画変更に関する事
前了解願いに関する意見書の提出
を求める請願】

・総務生活常任委員会に付託となり、審査

の結果継続審査となり、本会議でも継続

審査となりました。

≪請願、陳情、議員提出議案の結果について≫

3月 定 例 議 会 報 告

3日 臨 時 議 会 報 告



渡
部
寛

一
の
一
般
質
問
報
告

補
聴
器
購
入
へ
の

助
成
に
つ
い
て

【質
問
】

全
国
で
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
す
る
補
聴
器
助
成

制
度
は
福
島
県
内
に
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
、
子
ど
も
を
守
る
、
お
年
寄
り
も

守
る
南
相
馬
市
と
し
て
、
県
内
で
先

駆
け
て
本
市
が
補
聴
器
購
入
の
助

成
制
度
を
実
現
し
て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
つヽ
か
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】

加
年
の

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
会
議
に
お

き
ま
し
て
、
認
知
症
の
危
険
因
子
と

し
て
難
聴
、
高
血
圧
、
肥
満
、
糖
尿

病
が
挙
げ
ら
れ
、
中
で
も
難
聴
は
認

知
症
の
最
も
大
き
な
危
険
因
子
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

他
自
治
体
の
補
聴
器
購
入
助
成

制
度
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
者

や
助
成
金
額
、
使
用
要
件
、
所
得
制

限
な
ど
自
治
体
に
よ
っ
て
様
々
な
制

度
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
市
立
総
合
病

院
に
耳
鼻

咽
喉
科
医
師
が
常
駐
す

る
予
定
で
す
の
で
、
今
後
、
医
師
に

専
門
的
な
見
解
等
を
教

示
い
た
だ

く
な
ど
、
本
市
と
し
て
の
助
成
制
度

の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

処
理
水
「安
全
」
チ
ラ
シ

の
配
布
に
つ
い
て

【買
間
】

経
産
省
と
復
興
庁
の
連
名

の
チ
ラ
シ
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原

発
に
た
ま
り
続
け
る
汚
染
水
の
海
洋

放
出
に
つ
い
て
、
安
全
な
状
態
で
処
分

さ
れ
る
な
ど
と
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
が

昨
年
末
か
ら
全
国
の
学
校
に
届
き
、

各
地
で
波
紋
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

チ
ラ
シ
は
、
放
射
線
副
読
本
と
同

梱
、
一
緒
に
梱
包
を
さ
れ
て
、
約

２３０

万
枚
配
布
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

南
相
馬
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る

処
理
水
、
汚
染
水
の
安
全
チ
ラ
シ
の

配
布
状
況
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

【答
弁

教̈
育
長
】
　

令
和
３
年

１２

月
に
小
。中
学
校
１
年
生
用
と
い
た

し
ま
し
て
、
各
学
校
に
直
接
送
付
さ

れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
用
と
し
て
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
が
作
成
い
た
し
ま
し
た
資
料

「
復
興
の
あ
と
押
し
は
ま
ず
知
る
こ

と
か
ら
ヽ

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童

に
既
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中

学
校
用
に
復
興
庁
が
作
成
し
ま
し

た
資
料
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
つ
い
て

知
っ
て
ほ
し
い
３
つ
の
こ
と
」
は
、
半

数
の
中
学
校
の
生
徒
に
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

【
質
問
】

中
学
校
の
状
況
に
つ
い

て
、
残
り
の
半
数
に
つ
い
て
は
ど
う
い

う
ふ
う
に
対
処
さ
れ
て
お
る
の
か
。

【答
弁

教̈
育
長
】

配
布
し
て
い
な

い
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
は

学
校
で
保
管
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

【質
問
】

こ
の
チ
ラ
シ
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
見
て
意
見
が

分
か
れ

る
も
の
、
問
題
の
あ
る
も
の
、
直
接

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
独
立
し
た
機

関
と
し
て
あ
る
教
育
委
員
会
を
通

さ
ず
に
や
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
含

め
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
や

っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

今
さ
ら
回
収
と
い
っ
て
も
、
も
う

な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
も
か
な
り
あ

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
回
収
さ
せ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
こ
と
で
進
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
は
学
校
現
場
に
送
ら
せ
て
は

な
ら
な
い

」と
を
き
っ
ち
り
明
確
に

し
て
い
く
上
で
は
、
回
収
を
し
ま
す

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
質
問
を

い
た
し
ま
す
。

【答
弁

教̈
育
長
】

教
育
委
員
会
を

通
さ
ず
に
直
接
学
校
に
配
布
し
て
い

る
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

教
委
を
通
し
て
国
の
ほ
う
に
強
く
訴

え
て
ほ
し
い
と
い
う
申
出
を
い
た
し

ま
し
た
。

一
旦
配
布
し
ま
し
た
資
料
に
つ
い

て
回
収
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
回
、
回
収
す
る
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

複興のあと押 L諄

まず知ること

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

耐

発

ア

ウ

ン
ウ

ォ
ッ
チ

ン
グ

」

【質
問
】

市
民

一
人

一
人
が
防
災

の
視
点
か
ら
地
域
を
見
て
お
く
こ
と

は
、
防
災
と
災
害
対
応
力
の
向
上
の

た
め
に
も
有
効
で
あ
り
重
要
だ
。

愛
媛
県
西
条
市
で
は
、

１５

年
以

上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
他
県

自
治
体
で
も
、
自
主
防
災
組
織
や
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど

で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
取

り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

【答
弁

復̈
興
企
画
部
長
】

自
分

た
ち
の
ま
ち
を
見
て
歩
き
、
災
害
発

生
時
に
危
険
な
場
所
や
も
の
、
ま
た

役
に
立

つ
場
所
や
も
の
、
こ
れ
を
確

認
し
た
り
、
地
域
の
問
題
を
発
見
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

「防
災
タ

ウ
ン
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
」
は
、
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

効
果
的
に
実
施
が
で
き
る
よ
う

先
行
事
例
を
調
査
し
、
学
校
や
自
主

防
災
組
織
で
の
実
施
の
働
き
か
け
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式

除
細
動
器
）に
つ
い
て

【買
間
】

東
京
都
と
千
葉
県
に
お

い
て
救
急
車
に
設
置
さ
れ
て
い
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
パ
ツ
ア
リ
ー
切
れ
な
ど
に
よ

り
、
搬
送
さ
れ
た
方
が
そ
れ
ぞ
れ
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
総
務
省
消
防
庁
で
は
、
全
国
の

消
防
本
部
に
救
急
車
備
付
け
機
器

の
点
検
管
理
の
徹
底
な
ど
の
通
知

を
出
し
た
。

公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管

理
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】

本
市
の

公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
基
本
的
に
は
人
が
多
く
集

ま
る
施
設
に
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
施

設
の
出
入
り
口
付
近
、
多
く
の
人
が
通

る
場
所
、
かヽ
だ
ん
か
ら
目
に
入
る
場
所

な
ど
に
設
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
は
耐
用
年
数

が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
消
耗
品

の
交
換
な
ど
、
定
期
的
な
点
検
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
市
の
公

共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
き
ま
し
て
ほ
、
ほ

ぼ
全
て
リ
ー
ス
契
約
を
し
て
お
り
ま
し

て
、
定
期
的
に
適
切
に
点
検
及
び
管
理

を
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

オ
フ
ィ
ス
」
に
つ
い
て

【買
間
】

経
済
産
業
省
が
推
進
し

て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス

は
、
職
員

一
人

一
人
の
創
造
性
が
高

ま
り
、
結
果
的
に
組
織
の
人
的
資
源

を
向
上
さ
せ
る
も
の
だ
。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
ヽ
自
治
体
は

民
間
企
業
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。

組
織
力
の
強
化
の
た
め
に
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
組
織
の
創
造
性
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
職
員
の
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
す
る
た
め
に
大
変
有
効

だ
と
考
え
る
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

【答
弁
¨
総
務
部
長
】
　

移
住
定
住

促
進
や
子
育
て
支
援
の
分
野
な
ど
、

非
定
型
的
な
創
造
性
を
必
要
と
す

る
業
務
が
増
え
て
お
り
、
職
員
の
創

造
性
を
高
め
る
取
組
は
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
は
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
職
員

間
の
コ
ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

を
促
し
、
新
た
な
発
想
と
挑
戦
に
取

り
組
む
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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２
０
２
２
年
度
６
月
補
正
予
算

６
億
冒
千
６７０
万
２
千
円
を
追
加
し

綿
額
勝
４５‐
億
冒
千
３６２
万
８
千
円
こ
な
っ
た

□
回
Ｈ

６
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
議
案

ｌｏ
件
、
報
告
６
件
で
し
た
。

条
例
、
補
正
予
算
、
そ
の
他
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

。
国
の

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

「原
油
価
格

。
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
Ｌ

に
伴
う
対
応
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
、
本
年
３
月

１６
日
発
生
福
島
県
沖
地
震
の
被
災

へ
の
対
応
、
そ
し
て
復
興

。
再
生
に
向
け
直
面
す
る
課
題

へ
の
対
応
な
ど
、
緊
急
に
対
応

す
べ
き
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

・
公
職
選
挙
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
関

係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に

つ

い
て公

職
選
挙
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
選

挙
運
動
費
用
に
関
す
る
公
費
負
担
の
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
に
準
じ
て

限
度
額
を
定
め
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
。

・
南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
行
う
た
め
、
必

要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

・
南
相
馬
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

の
保
険
料
の
減
免
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改
正

を
行
う
も
の
。

【
国
の

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格

・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
Ｌ

。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
支
給
事
業

　
　

　
　

９４２

万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
生
活
に
困
窮
し
た
世
帯
で
、
総
合
支
援
資
金

の
再
貸
付
終
了
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
小
口
資
金

等
の
特
例
貸
付
を
利
用
で
き
な
い
世
帯
に
対

し
、
自
立
支
援
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
就
労
等
に
つ
な
げ
る
。　
　
　
　

，

・
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
支
給
事

業

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６
千

３６２

万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等

に
直
面
す
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親

・
ふ
た
り
親

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た

生
活
支
援
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
を
支
給
。

栗村文夫 渡部寛―

【新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
緊
急
的
対
応
】

・
感
染
症
予
防
事
業

（新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
）
　

　

　

１
億

２
千

７６９

万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防

止
し
、
市
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守
る
た
め
、
感

染
拡
大
防
止
に
関
す
る
各
種
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
。

【
３
月
１
６
日
発
生
福
島
沖
地
震
の
被

災

へ
の
緊
急
的
対
応
】

・
被
災
家
屋
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
展
張
講
習
事
業

３３２

万
円

本
年
３
月
１
６
日
発
生
福
島
県
沖
地
震
に
よ

り
、
被
災
し
た
家
屋
等
の
シ
ー
ト
張
替
え
に
つ
い

て
、
市
民
相
互
互
助
に
よ
り
安
全
。適
正
な
張
替

え
を
支
援
す
る
た
め
、
対
応
可
能
な
人
材
の
育
成

を
行
う
。

【
そ

の
他

の
緊

急

的

対

応

】

。
人
材
確
保
の
た
め
の
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２０５

万
円

市
外
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
な
ど
の
流
入
促
進

と
定
着
を
図
り
、
市
内
で
不
足
す
る
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
奨
学
金
の
貸
与
が
あ
り
市
内
事
業
所

等
へ就
職
し
定
住
す
る
者
に
対
し
、
奨
学
金
返
還
の

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
。

・
自
治
体
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー

シ

ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
事
業
　
３
千

３００

万
円

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
民
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の

活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
図
り
、
人
的
資
源
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
に
繋
げ
て
い
く
た

め
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
・ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（Ｄ
Ｘ
）を
推
進
す
る
。

・
農
業
水
利
施
設
等
保
全
再
生
事
業

（再
調
査
）

１
億
４
千

８‐３

万
円

農
業
水
利
施
設
と
し
て
の
た
め
池
機
能
を
保
全

し
、
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
た
め
池
内
の
土

砂
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
、
調
査
を
行
う
。

・
環
境
基
本
計
画

・
ゼ

ロ
カ
ー
ボ

ン
推
進
計
画

策
定
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
千

５‐２

万
円

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
目
標
１
３
「気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
の
実
現
や
南
相
馬
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ン
プ

イ
宣
言
が
掲
げ
る
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
の
実

質
排
出
量
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
す
た
め
、
本
市
の
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
計
画
で
あ
る
ズ
仮
称
）南

相
馬
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
計
画
」
及
び
「第
３
次

南
相
馬
市
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
。

・
介
護
事
業
所
就
労
支
援
助
成
事
業２

千
７‐

万
円

市
内
で
不
足
す
る
介
護
職
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
市
内
介
護
事
業
所
へ就
職
し
た
者
に
対
し
、

就
労
奨
励
金
・住
宅
手
当
助
成
金
を
支
給
す
る
。

補
正
予
算
は

謂
願
３
件
は
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
第
３
号

　

【採
択
】

「福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
汚
染
水
（Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
希
釈
放
出
設
備
等
の
実
施
計
画
変
更
に
関

す
る
事
前
了
解
願
い
」
に
同
意
し
な
い

」と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

請
願
第
４
号

　

【
み
な
し
採
択
】

「福
島
第

一
原
発
汚
染
水
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
希
釈

放
出
設
備
等
の
実
施
計
画
変
更
に
関
す
る
事
前
了

解
願
い
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て

請
願
第
５
号

　

【採
択
】

地
方
財
政
の
充
実
・強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願
に
つ
い
て

認腺議額尉版げ却い課一



渡
部
寛

の
一
般
質
問
報
告

入
所
定
員
増
加
の
た
め

の

支

援

策

に

つ

い

て

【質
問
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
定
員
の
飛
躍
的
増
加

（新
設

を
含
む
）
を
図
る
た
め
に
、
南
相
馬

市
独
自
の
支
援
策
を
創
設
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】健
康
福
祉
部
長
】
　

本
市

の
入
所
施
設
の
総
ベ

ッ
ド
数
は

８４７

床
で
あ
り
、
未
稼
働
ベ
ッ
ド
数
は
７４

床
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
先
ず

は
未
稼
働
ベ

ッ
ド
の
稼
働
を
優
先

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ベ

ッ
ド
の
再
稼
働
に
際
し
て
は
、

介
護
職
員

の
早
急
な
確
保
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
市
独
自
の
支
援
策
と

し
て
、
あ
ら
た
に
介
護
事
業
所
就
労

支
援
助
成
事
業
を

６
月
補

正
予
算

に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
市
内
の
入
所
定
員
数

の
増

加
に
つ
い
て
は
、
相
双
地
域
内
の
介

護
入
所
施
設
に
お
け
る
ベ

ッ
ド
数

の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

施
設
設
置
の
許
可
権
限
を
持

つ
県

に
対
し
、
市
内
の
施
設
関
係
者
等
を

含
め
て
、
調
整
す
る
場
の
開
催
と
増

床
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
く
考
え

で
す
。

国
・県
へ
特
別
の

支
援
策
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

【賞
間
】

原
発
事
故
被
災
の
た
め

に
、
高
齢
化
率
が
特
に
高
い
南
相
馬

市
と
し
て
国
及
び
県
に
対
し
、
特
別

の
支
援
策
を
求
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】
　

国

・

県
に
は
、
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け

た
支
援
策
を
継
続
し
て
要
望
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
介

護
人
材
確
保
に
向
け
た
事
業
を
実

施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

【答
弁

市̈
長
】
　

介
護
施
設
に
つ

い
て
は
二
つ
課
題
が
あ
る
と
思

っ

て
い
ま
す
。

一
つ
は
介
護
人
材
の
不
足
。
も
う

一
つ
は
施
設
の
数
が
間
に
合
う
の

か
と
い
う
問
題
。
先
ず
空
き
ベ

ツ
ド

を
再
開
す
る
の
が
最
優
先
。
次
に
施

設
の
絶
対
数
が
間
に
合
う
の
か
ど

う
か
、
し
っ
か
り
と
将
来
の
推
計
を

し
て
、
行
う
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
介
護
の
計
画
の
中
で
早

急
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

介
護
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

【買
固
】
　

こ
れ
ま
で
の
処
遇
改
善

策
で
は
不
十
分
。
市
独
自
の
支
援
策

を
と
る
と
と
も
に
、
国
・県
に
対
し
て

給
与
引
き
上
げ
の
た
め
の
制
度
改

善
を
含
め
た
対
策
を
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

【答
弁

健̈
康
福
祉
部
長
】
　

介
護

報
酬
単
価
の
引
上
げ
に
加
え
、
現
在

の
殊
遇
改
善
加
算
、
特
定
殊
遇
改
善

加
算
の
更
な
る
見
直
し
も
必
要
で

あ
り
、
今
後
、
国
や
県
に
制
度
改
善

策

の
要
望
を
行

っ
て
い
く
考
え
で

す
。【質

問
】

国
が
介
護
保
険
に
拠
出

す
る
金
額
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ

て
、
市
町
村
や
国
民
に
負
担
増
を
さ

せ
な
い
改
革
が
必
要
な
の
で
す
。

市
長
、
あ
ら
た
め
て
答
弁
を
求
め

ま
す
。

【答
弁

市̈
長
】
　

〈つ
の
制
度
の
中

で
は
、
か
な
り
の
部
分
が
利
用
者
に

掛
か

っ
て
き
ま
す
。
持
続
的
な
制
度

構
築

の
た
め
に
ど

の
よ
う
な

こ
と

が
出
来
る
の
か
考
え
て
提
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

趙
曲
Ｗ
＝

栗
村
文
夫
の
一
般
質
問
報
告

災
害
支
援
型

自

動

販

売

機

に

つ

い

て

【
質
問
】

停
電
時
な
ど
に
も
飲
料

品
を
提
供

で
き
る
災
害
支
援
型
自

動
販
売
機
が
飲
料
ベ

ン
ダ
ー
各
社

か
ら
出
て
お
り
、
全
国
的
に
普
及
し

て
き
て
い
る
が
、
市
の
認
識
を
伺

「ヽノ。【答
弁

総̈
務
部
長
】
　

市
と
し
て

も
、
災
害
支
援
型
自
動
販
売
機
は
、

災
害
時
に
お
い
て
、
電
気

・
水
道
等

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
長
時
間
寸
断

さ
れ
た
際
の
飲
料
品
の
提
供
に
有

益
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
賞
間
】

災
害
対
応
型
カ

ッ
プ
自

販
機
等
、
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援

の
経
験
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
、
ど

ん
ど
ん
進
化
し
て
普
及
し
て
い
る
。

南
相
馬
市
の
公
共
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機
を
、
災
害

支
援
型
自
動
販
売
機
に

一
刻
も
早

く
変
更
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
】総
務
部
長
】
　

更
新
時
期

を
見
据
え
て
、
他
自
治
体
の
導
入
状

況
や
活
用
事
例
等
を
調
査
す
る
と

と
も
に
、
設
置
に
関
す
る
条
件
等
を

整
理
す
る
等
、
最
適
な
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ヽ

‘

ｌ

こ

，

１

′

１

′

ヽ

‘

ｐ

防
災
に
関
す
る
市
民
ヘ

の
書
発
活
動
に
つ
い
て

【質
問
】

防
災
に
関
す
る
市
民

ヘ

の
啓
発
の
た
め
に
、
例
え
ば
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
講
座

や
勉
強
会
等
を
開
催
す
る

こ
と
は

有
効
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

【答
弁

復̈
興
企
画
部
長
】

生
涯

学
習
課
の
出
前
講
座
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
危
機
管
理
課
の
講
座

表
示
が
無
か

っ
た
た
め
、
今
後
追
加

す
る
な
ど
、
市
民
の
防
災
意
識
の
醸

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【費
間
】

行
政
側
で
は
、
や

っ
て

い
る
と
い
う
認
識
で
も
、
市
民
目
線

か
ら
す
る
と
、
実
際
に
は
伝
わ

っ
て

い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
市
民
に

し

っ
か
り
と
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

【答
弁
【復
興
企
画
部
長
】

市
民

の
防
災
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
に
、

市
民
向
け
の
防
災
講
座
や
防
災
メ

ー
ル
登
録
な
ど
の
情
報
を
、
広
報
紙

を
は
じ
め
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
な

ど
様
々
な
手
法
を
検
討
し
な
が
ら

防
災
情
報
の
発
信
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「０
０
０
Ｆ
　
Ｏ
〓
０
一Ｏ
ｍ
」

に
つ
い
て

【
費

間

】

　

「
Ｃ

ｏ

Ｏ

Ｌ

　

Ｃ

Ｈ

Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
は
環
境
省
が
中
心
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
る
国
民
運
動
だ
。

南
相
馬
市
は
令
和

４
年

４
月
４

日
に
ゼ

ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
イ
宣
言

を
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
計
画
を

策
定
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

「
Ｃ
０
０
」
　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

へ
の
自
ら
の
賛
同
と
、
市
内
事
業
者

等

へ
の
賛
同
の
案
内
、
そ
れ
に
よ
る

市
民

へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

【答
弁

市
民
生
活
部
長
】
　

「
Ｃ
ｏ

Ｏ
Ｌ
　
Ｃ
Ｈ
０
ｌ
Ｃ
Ｅ
」
は
、
日
々

の
生
活
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
賢

い
選

択
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
環
境
省

が
提
案
す
る
国
民
運
動
で
す
。

２
０
５
０
年
度
ま
で
の
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
シ
テ
イ
の
実
現
に
向
け
、

「
Ｃ
０
０
」
　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の

取
組

へ
の
賛
同
登
録
を
行
い
、
引
き

続
き

「
Ｃ
ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
」
に
つ
い
て
市
民
や
市
内
事
業
者

等

へ
広
く
周
知
し
、
環
境
意
識
の
醸

成
を
図

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

饉鷺醸機口日

“
一　　“ロ| |

L


